
機能等が向上していくことの喜びと,受診のために

外出する機会が増えて,高齢者の閉じこもり予防と

QOLの 向上へとつながったのではないかと考える.

第89回 :2017年 9月 28日 (木)  座長 :山 田隆文

第6回国際歯科技工学術大会

第39回 日本歯科技工学術大会
～学生テクニカルコンテス ト～

高橋圭大 (歯科技工士学科 )

平成 29年 5月 27,28日 に台湾で開催 された。第

6回 国際歯科技工学術大会及び第 39回 日本歯科技

工学術大会に参加 したので報告した.

今回,本学から歯科技工士学科 2年生の竹内梨帆

さんが学生テクニカルコンテス トに参加し,木暮教

授,飛田教授,高橋が同行した。日本,韓国,台湾

から計 100名が参加 し,彫刻時間は 1時間,彫刻部

位は L顎左側中切歯,下顎左側第二大自歯であった。

結果として,残念ながら人賞には至 らなかった.

練習量,技術,ス ピー ドにおいては問題なく十分な

実力はあったが,主な原因として,彫刻部位に下顎

左側第二大国歯が選ばれたことがあげられた.評価

基準は非公開であった.事前の情報収集も不十分で

あったことが反省点である.

今回の経験を経て,今後は彫刻の練習量ばか りを

意識せず,練習内容の視野を広げた指導を行ってい

く。また,様々な彫刻部位にも学生が対応できるよ

うな指導を心がけ,今後の学生の技術,知識の向上

に貢献 したいと考えている.

地域で目指す食と栄養の支援
多職種への歯科訪間診療の紹介

小林 梢 (附 属歯科診療所 )

牧野真理 (附属歯科診療所 )

地域包括ケアシステムに伴い。地域の病院が介護

の現場を理解し,医科と歯科,お よび医療と介護が

連携して高齢者や障害者の食と栄養を支援できる地

域が一体となった体制づ くりを目指し,にいがた西

地区食と栄養サポー トネット (INSネ ット)を 立ち

上げた .運営検討メンバーは,新潟医療センターと

明倫短期大学が主となり多職種で構成されている .

今回,私たちは第 2回 地域交流研修会を開催し,

訪問歯科診療の内容と,日腔ケアの必要性と実践的

な取 り組みをテーマにした講習を行い,参加者から

様々な意見をいただいた。歯科治療・訪間歯科診療
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に対する疑問や,歯科技工士の職域に興味を持って

いただいた事など,学内にその内容を報告した .

第90回 :2017年 10月 26日 (木)  座長 :飛田 滋

歯科衛生士国家試験と入学時基礎学力調査
-3年制教育課程において一

平澤明美 (歯科衛生士学科 )

本学歯科衛生士学科では,学力や入学動機など多

様な学生を受け入れざるを得ない状況の中,平成

17年 入学生以降,2年 制から3年制教育課程で入

学時基礎学力調査を実施してきた.3年制教育課程

開始の平成 21年 3月 までの歯科衛生士国家試験合

格率と入学時基礎学力調査の得点には有意に相関が

あり,国家試験合格率の年次推移は大きな変化は表

れていなかった.そ の後平成 22年入学生の基礎学

力調査の得点が過去最低点を示 したが,平成 27年

入学生までは得点が上昇傾向に転 じていた.し かし,

本年入学生の基礎学力調査の得点は平成 27年 と比

較して明らかに低 くなっている.ま た 3年制教育課

程は数回の変更が実施され,そのたびに授業時間が

減少し,本年入学生は3年制教育課程の中で最低の

授業時間数ある.基礎学力調査から国家試験合格率

向上のため,学習意欲の維持 。学力向上のために多

様な補習を実施 してきたが,平成 29年度生はより

強固な対策の必要となる.

学会テーマに関するワークショップ

ファシリテーター:植本一範 (明倫短期大学学会委員長)

第91回 :2018年 1月 25日 (木)  座長 :飛田 滋

平成28年度教育活性化補助金申請報告会

植本一範 (歯科技二十学科)

木暮 ミカ (歯科衛生士学科)

渡邊美幸 (歯科衛生士学科 )

天池千嘉子 (歯科衛生士学科)

明倫短期大学学会報告


